
佐賀市立城東中学校

 

 ○生徒は「やる気をもって」
学習に取り組み，学力も向上
していると感じている。
○朝読書による静かな学習
環境作りは整っている。
●学力向上を数値的に示せ
るようにしていく必要がある。

Ｂ

 

・授業中のグループ学習
を取り入れることによって、
生徒は「やる気をもって」
学習に取り組み，学力も
向上していると感じてい
る。しかし，保護者は生徒
ほどは実感を感じていな
い。
・職員はチャイムと同時に
授業を行うことができてい
る。生徒達は，落ち着いて
学習に取り組む姿勢を見
せている。
・朝読書については、全
校生徒がまじめに取り組
むことができている。静か
な環境の中での「学び」の

 

 ○入門プロジェクトによる「授
業体験」や「部活動体験」は，
中学校に入学する六年生に
とって，不安を取り除くために
は大いに成果があった。ま
た，中学生が小学生に出向
いて中学校の紹介を行う「よう
こそ先輩」でも小学生に中学
生を理解してもらいために大
いに役に立つものと期待す
る。
●今回設立する地域教育推
進プロジェクトを基盤に，小・
中が連携して義務教育九ヵ
年でいかに子ども達を育てて
いくかが課題である。
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学力向上

 

 
・学びあいを柱として，
グループ学習を取り入
れた学習指導の充実
・わかろうとすることを
大切にする学習指導
の充実

 

・「学びの共同体」づくりを
進め、自己肯定感を実感
できる学習活動を展開す
る。
・県の学習状況調査にお
いて、各教科で県平均以
上の通過率を目指す。
・教科の学習において，
わかろうとしている生徒を
一人でも増やす。

 

・授業の中に少人数のグ
ループ学習を組み込み、
クラスの中での生徒同士
の関わり合いを増やして
いく。
・全職員が早めに教室に
行き、チャイムと同時に授
業を開始・終了するととも
に校内巡視を継続する。
・朝の読書を毎日実施
し、静かな環境の中で
「学び」の場の始まりをつ
くる。

Ｂ

 

・学校，学年その他の通
信を定期的に発行するこ
とで，学校や学年の様子
を知らせることができた。
・ホームページの更新も２
週間に１回のペースで
行ったが，生徒の活動の
様子などを画像で発信す
ることがあまりできなかっ
た。
・地域行事へボランティア
として生徒を参加させるよ
うにしたが，部活動の関係
で一部の生徒だけになっ
た。
・ＰＴＡ行事への参加率を
あげるよう職員・役員の連

 

・学校からの各種たより、
ホームページなどで情報
発信をするとともに学校
評議員会、ＰＴＡ各種会
合、地区懇談会、民生委
員会などあらゆる機会を
通じて周知に努める。
・校長たよりを校区内の各
地区で回覧できるよう配
布し，学校の様子を校内
の人々に知ってもらうよう
に努める。
・携帯メール配信事業の
登録を９０％以上にするこ
とで学校の様子に関する
周知率を高める。
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小中連携

 

 
・小学校との連携の充
実

 

・城東中学校への進学希
望者を８５％以上にする。

Ｂ

 

・中学校入学時の不安を
取り除くために，小学生に
対して中学校での学習や
部活動に関する入門や体
験等の取り組みは，生徒・
保護者・職員ともに，良く
推進されていると思ってい
る。しかし，９ヵ年で子ども
を育てるようにする小中連
携については，疑問を
持っている教師も少なくな
い。

 

・小中連携の組織を基
に、義務教育９ヶ年で子
どもたちを育てるための
土台を作る。
・小学生の授業体験や部
活動体験、ふれあい体験
を充実させる。
・校区内の小中学校全教
師参加の研修会や巡回
あいさつ活動を実践す
る。
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家庭・地域
社会との連
携

 

 
・開かれた学校づくりの
推進

 

・学校の様子に関する周
知率を８５％以上にする。

 

・学校目標を校内に掲示
するとともに全校集会に
おいて心に響くように説
明する。
・学校だよりやＰＴＡ総
会、ホームページ等あら
ゆる機会を通して、各方
面に知ってもらうよう努め
る。

Ｂ

 

・毎月の安全点検を実施
し，校舎内の危険箇所の
改修を行い校内事故を減
らすことができた。
・自転車への安全意識を
高めるため，全校一斉の
自転車点検や駐輪場の
整地を行ったり，集会など
で安全に対する意識付け
を行った。

 

・危機管理マニュアルの
見直しを行う。
・校内安全点検を毎月行
い、改善が必要な箇所は
短期間の内に改善する。
・校外における危険箇所
等について、ＰＴＡや地
域住民から情報収集を行
い、生徒への指導に役立
てる。

Ｂ

 

・学校目標を周知する方
法の一つとして，広場を設
けることで学校や生徒の
活動の様子を生徒や保護
者・地域の方へ周知率を
昨年よりあがっている。
・校区内の会議，行事へ
参加した際に学校様子な
どを伝えることで，学校を
より身近なものと感じる保
護者や生徒が増えてきて
いる。
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学校経営方
針

 

 
・学校教育目標や学校
経営ビジョンの周知

 

・教職員、生徒、保護者
に学校教育目標や教育
ビジョンを広く知らせる。
特に、学校教育目標につ
いては、保護者への周知
率を８５％以上にする。
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安全な学校
づくり

 

 
・危機管理体制の整備

 

・校内外における生活事
故・交通事故発生が起こ
らないようにする。

１　学びあいを柱とした学習指導の充実
２　わかろうとすることを大切にする学習指導の充実
３　心に響く生徒指導の充実
４　心を耕す教育活動の充実
５　美しい環境整備の推進
６　同じ方向をめざす学校・家庭・地域の教育力の向上

１ 学習指導の充実を図るため家庭学習を行うための手だてを
工夫する必要がある。
２ 朝の読書時間に読み聞かせなどを取り入れ，情操面の一層
育てることで，落ち着いた雰囲気で授業へ入り意欲的な取り組
みができるようにする。
３ 生徒達が自分に自信と誇りを持てるような活動を，一層取
り入れることで明るく活動的な学校生活を送れるようにする
４ 食育として，きちんと３食取るように指導をする。特に朝
ご飯の重要性をたよりやホームページなどでも紹介する。
５ 小・中連携をより充実させ，一人でも多くの生徒が城東中
学校へ入学するよう

５．総括表

領域 評価項目
評価の観点

(具体的評価項目)
具体的目標 評価及びその理由 具体的方策

　統一した生徒像・教師像・保護者像・学校象
　　①　根のわかる，根になれる　生徒・教師・保護者・学校
　　②　夢を持ち，夢を追う　生徒・教師・保護者・学校
　　③　感動できる　生徒・教師・保護者・学校

３．本年度の重点目標 ４．前年度の成果と課題

平成平成平成平成22222222年度年度年度年度　　　　　　　　総括評価表総括評価表総括評価表総括評価表

１．学校教育目標

夢を持ち、夢を追う生徒、根のわかる、根になれる生徒、感動できる生徒の育成

２．学校経営ビジョン

成果と課題

 

 ○集会や広場の掲示物を通
し，経営方針を伝えることで
具体的なイメージを持つこと
が生徒が増えてきている。
●保護者への通信類が手元
へ渡らないことがあるので，
ホームページやメールでの連
絡方法を工夫すること生徒へ
の意識付けを行うことが必要
がある。

 

 ○毎月の安全点検を行うこと
で，危険箇所の早期発見及
び修理が可能になった。
○ＰＴＡによる校区内巡回指
導を増やすことで，校区内の
安全に対する意識を保誤差ｙ
●ヘルメットの未着用の生徒
が増加しているので，学級や
部活動での指導を工夫するこ
とが必要である。

 

 ○学校たよりを校区内の公
民館を通じ回覧をしてもらうこ
とで，地域住民の方に対し
て，学校の様子を周知するこ
とができた。
○ＰＴＡ活動で各委員会ごと
に活動を工夫することで，保
護者の参加率が上がってい
る。
●地域行事へ生徒が積極的
に参加できるよう学校行事や
部活動などの計画を工夫す
る必要がある。



７．次年度への課題･改善策
 

・学力向上のための基本となる，家庭学習の取り組みについての指導の工夫・改善が必要である。
・城東校区地域教育推進連絡会議を設立し，校区内の小中学校，公民館の連携をとり生徒の健全な育成を図るように努める。その中で
学習指導や生活指導において九ヵ年を見通した計画及び指導を行うようにする。
・生徒一人ひとりが，城東中の生徒としての誇りと自信を持てるような，出番・役割・承認の場を与えられるように，地域との連携をより深め
るようにする。

６．総合評価
 

・学校からの情報発信（Ｈ・Ｐ，学校便り，学年やその他通信）で保護者，地域の方へ学校の様子を知らせることで学校の状況を理解して
頂き，今まで以上の協力を頂けるようになった。
・学校，ＰＴＡが一体となりＰＴＡ活動に取り組み，特にクリーン作戦では多くの保護者の協力を得ることができた。
・小中連携を強化し，小中合同研修会を実施，「城東校区地域推進連絡協議会」をたちあげ課題となっている学力向上にも取り組みを強
化することができた。
・少人数やＴ・Ｔの授業を取り入れることで，一人でも多くの生徒が意欲を持って授業に参加

 

 ○朝食の調査では，教師間
の共通理解が深まった。ま
た，保護者との連絡も取れて
いるので，継続していきたい。
●朝食や睡眠については意
識が高まりつつあるので，今
後保護者を含めた学習の場
をつくることで連携を深めるこ
とができると考える。

 

 ○「一斉授業と比べてTTや
少人数授業の方が集中して
取り組むことができる」と答え
た生徒は８０％と高い比率と
なった。
●別のアンケートで行った
「勉強がわかりやすくなった」
という調査項目に、「あてはま
らない」と答えた生徒が7月に
は３５％であったが，1月には
３８％と増えていることが課題
である。
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環境整備

 

 
・環境整備の推進

 

・前年度に比べ、教室環
境・掲示物などがよく整備
され、環境美化に積極的
に取り組んでいると感じる
生徒を８０％以上にする。

Ｂ

 

・積極的に取り組んでいる
と感じる生徒が過半数を
超えてはいるが、目標値
である８０％以上には、到
達することができなかっ
た。

 

・年１回、全校生徒・全職
員・保護者によるクリーン
大作戦を行う。
・生徒が制作した絵画を
展示したり、学年で統一
した掲示物を工夫するな
ど環境整備を推進する。

 

 ○全体的に環境美化に対す
る意識は高いものがある。
●教室環境作りや掲示物に
ついては、教師主導の面が
強く、そのため学級や学年に
よって偏りが見られる。
●清掃美化に対する意識の
向上（高揚）が一層なされるよ
う指導を続ける必要がある。

 

・朝の健康調査で確認す
る。
・朝食の重要性につい
て、計画的に指導すると
ともに、保護者にも協力
依頼を継続する。
・睡眠時間と学習につい
ての関係を授業でも取扱
自覚を促す。

Ｂ

 

・一斉授業と比べてTTや
少人数授業の方が「集中
して取り組むことができる」
「質問しやすい」という調
査項目に対して，「よくあ
てはまる」「あてはまる」と
答えた生徒がともに８０％
を超えた。一方、保護者
は自分の子どもがTTや少
人数授業で意欲的に授業
に取り組んでいると思われ
ている家庭が少ないこと
が，この評価につながっ
ているように思われる。

 

・入学後４～５月に学習
習慣を確立させる。
・授業に関する情報交換
などを密に行い、指導方
法の改善に取り組む。

Ｂ

 

・健康調査により生徒の体
調を職員が共通理解する
ことができた。
・朝食ををとっている生徒
が80％となっている。
・学校からの朝食の重要
性について，保護者への
情報提供及び協力依頼
が少なかった。
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健康・体つ
くり

 

 
・食に関する教育の充
実
・規則正しい生活習慣
の確立

 

・朝食を食べてくる生徒の
割合を９０％以上にする。
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中１選択制
充実（少人
数指導・Ｔ
Ｔ指導）

 

 
・１年生における少人
数・ＴＴ指導の充実

 

・「授業がわかる」という生
徒の肯定的評価を８５％
以上にする。

Ｂ

 

・部活動が充実した活動
になっていると感じている
生徒は８５％をこえてお
り，各種大会でも頑張って
いる。
・職員が積極的に子ども
に関わっていくことが必要
である。

 

・生徒が互いに励まし合
い、認め合いながら、自
信と誇りを持って日々の
活動に打ち込むことがで
きるよう指導・支援する。
・生徒のバランスのとれた
生活や成長のために，休
養日や練習時間を生徒
の実態に応じて設定す
る。

 

 ○部活動での頑張りや成長
をほめて，伸ばしていくこと
で，学校生活の向上につな
がっていると感じる。
●生徒の実態に応じた活動
計画を保護者に知らせて，理
解を得る必要がある。
●全職員が一体となって積
極的な関わりが必要である。
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健康・体つ
くり

 

 
・主体的に取り組む部
活動の充実

 

・生徒の部活動出席率を
９０％以上とする。（正当
な理由での欠席除く）

 

 ○アンケートを実施すること
で，いじめを未然に防げな
かった。
●情報の共有化はできたが，
指導を全職員で行うようにし
ている。
●職員全体で小さいことの
ルールを守らせる指導や声か
けが徹底できなかった。

教
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心の教育

 

 
・心を耕す人権･同和
教育の推進

 

・自己肯定感を高め、自
他を尊重できる生徒を育
てる。
・アンケートに「学校生活
は楽しい」と答えられる生
徒を，９０％以上にする。

Ｂ

 

・生徒の「自分が好きです
か」の質問では、学習面
や部活動面などで努力を
していても、思春期という
ことでなかなか自分を好き
になれない時期なのでは
ないか。
・生徒も保護者も「悩み事
の相談、対応」について
は、学校と協力がされてい
ないと感じているのに対
し、職員はおおむね適切
に対応できているというと
ころで、少し意識に差があ
ると考えられる。

 

・差別の現実に深く学び
ながら、差別を見逃さず、
差別を許さない、差別と
闘うことのできる生徒を全
教科・全領域で育てる。
・人権･同和教育の授業
実践、人権講話、人権作
文・標語などに取り組み、
身の回りにある課題に気
づきあい、その解決に取
り組むことにより自治意
欲・自浄能力を高める。
・参加体験型学習や構成
的グループエンカウン
ターなどの手法を取り入
れた学級作りをする。

 

 ○「いじめにない学級、学校
づくり」に関しては、人権集会
や授業実践の成果が表れて
いると考えられる。多くの生徒
は学校を楽しんでおり、保護
者もそう感じている。今後も引
き続き、仲間づくりや自己肯
定感を高める授業実践をして
いきたい。
●「悩み事の相談、対応」に
関しては、改善が必要と考え
られる。生活アンケート等の
実践後の家庭との連携、対策
をしっかりしていきたい。ま
た、生徒の多くは学習、成績
についての悩みを持っている
ため、学力向上と連携してい
く必要がある。

Ｂ

 

・毎月の生活アンケートの
実施ができなかった。
・毎週，生徒指導部会を
開催することができ，情報
の共有ができた。
・グループローラー作戦が
できた。
・毎朝生徒玄関のあいさ
つ運動で生徒に対し声か
えを行うことができた。
・生徒会の自治的活動を
促そうとしている。

 

・月毎に生活アンケートを
行い、生徒の実態把握に
努め個別の対応に役立
てる。
・定期的に生徒指導に関
する会議を開き、情報を
共有化して、予防的・積
極的な生徒指導の充実
を図る。
・不登校（傾向）生徒に対
して３名程度のチームで
対応するグループロー
ラー作戦を展開する。
・毎朝、生徒玄関での挨
拶運動を行うとともに、生
徒への声かけを継続する
など自己肯定感を高める
指導をする。
・生徒会の自治的な活動

教
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生徒指導

 

 
・心に響く生徒指導の
充実

 

・生徒・教師・保護者に対
し，本校の４つの基礎・基
本について周知する。
・問題行動等の発生件数
を前年より減少させる。
・不登校の生徒数を前年
より１０％以上減少させ
る。


